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野外調査データの種類

様式A1 : 調査実施状況確認票

様式A2 : 調査プロット見取り図

様式A3 : 枯死木調査票
（ラインインターセクト法・ベルト法）

様式A4 : 炭素蓄積量調査票

様式A5 : 試料リスト

データ入力フォーム
(A_form46.xlsm)

写真様式作成システム
(B_photo40.xlsm)

調査地林相写真

枯死木調査工程写真

炭素蓄積量調査工程写真

分析用試料混合工程写真

本提出の印刷物作成用

手書きの野帳 → 電子データ

野帳データ（手書き野帳のpdf）

写真データ（個々の画像ファイル）
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データの仮提出 必要

印刷用様式

GPSデータ

様式B1：調査地林相写真

様式B2：枯死木調査工程写真

様式B3：炭素蓄積量調査工程写真

様式B4：分析用試料混合工程写真



提供されるファイルと提出するファイル

提供されるファイル 提出するファイル

A_form46.xlsm
野外調査データ入力フォーム

→ A+[格子点ID6桁] .xlms

B_photo40.xlsm
本提出での写真印刷用（ファイル提出なし）



野帳データの入力手順

入力フォームの起動

野帳データ入力

保存して終了

データファイルは格子点ＩＤごとに作成する
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システム要件

OS Windows 10

使用環境 Microsoft®Office®2016以降
で作成してください。

ファイル名:  A_form46.xlsm

＊マクロを使用
→ マクロの設定を有効にする
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入力フォームの基本画面

• A_form46.xlsm をクリックすると、この画面（入力フォーム）が立ち上がる。
• シートは見えない。
• 基本情報から入力を始める。
• 基本情報入力以後はどの調査項目からでも入力可。

森林総研内部用

パスワードでロック
がかかっている。

入力フォームを
閉じることがで
きるが、入力
データは保存さ
れない

このボタンで入
力フォームを閉
じると入力デー
タは保存される

このボタンをクリッ
クすることで、全て
の入力フォームを
開くことができる。
最終チェック時など
に便利。

入力フォームを開いた履歴



基本情報の入力1

1. 「A_form46」のファイルを開き
「基本情報」のコマンドボタンをクリック

3. 野帳の基本情報を入力フォームに入力する

2. 「警告」タブが表示されるので
「はい」をクリック

クリックして
AかBを選択

4. 「登録」をクリックすると確認画面が表示
されるので「はい」をクリック



調査カテゴリが「A」の場合 14枚
（様式A1～様式A4)

調査カテゴリが「B」の場合 10枚
（様式A1～様式A3）

基本情報の入力2

表示される画面



様式 A1 野帳の内容を入力フォームに入力する

手書き野帳 入力フォームの入力画面

「データを保存して閉じる」をクリックして、
この入力フォームを閉じる備考欄は改行するとき「Enter]で可能



様式A1 入力フォーム

☑生態系多様性基礎調査野帳（最大傾斜 29 °半径斜距離 19.17 m）に基づいて仮杭を設置。（ N・E・S・W ）野帳

入力
フォーム

野帳と対応するよう入力フォームに入力



様式 A2

手書き野帳

入力フォームの入力画面

一括選択
コンボボックス
ごとに変更可能

「取り消し」か「移動」にチェックを入れ、移動
距離を入力するとその結果がA4に反映される



様式A3
手書き野帳 入力フォームの入力画面

水平距離

立枯木

根株

倒木



水平距離

手書き野帳

入力フォームの入力画面

＊レザーか超音波測器で計測
→「水平距離」に入力

＊巻尺とクリノメーターで計測
→「斜距離と傾斜角」に入力



様式A3 倒木
正しい例 間違った例

例外的処置：同一樹種・分解度で１ライン
に9本以上→平均的な直径の4本を選び、
樹種（本数）、サイズを記入

記入するときに番号が飛び飛びにならな
いようまとめる

例外的処置について



様式A3 倒木

手書き野帳 入力フォームの入力画面

例外的処置に注意して入力する



様式A3

分岐した根株は
「分岐」にチェック

根株

手書き野帳

入力フォーム

分岐した根株は
（本体となる根株の札No.
＋分岐）を記入

根株が途中で分岐している場合
１．本体となる根株（E404）と途中から分岐したもの(E405）
に分ける。

２．本体（E404）は地面の地際から測定。
３．分岐した根株（E405）は分岐の根本から測定。

※どちらもほぼ同じサイズの場合：
どちらかを本体と決めて同様に別個体として測定。

マニュアル26頁

分岐した根株

本体となる根株

本体となる根株

分岐した根株

E405

E404

根株直径

地際直径

地際高
（上）

地際高
（下）



様式A3 根株

手書き野帳

入力フォームの入力画面

長径、短径を測定した場合（倒木、立枯木も同じ）
入力フォームの直径2のテキストボックスは、「長径、

短径を測定」のチェックボックスに✔を入れないと、
入力できない。

測定した枯死木のデータ
• データは60本まで入力可。
• 12本分のデータを入力すると、次の12本を入力
することができる。

重複

同じ根株なので写
真はひとつでよい



様式A3 立枯木

幹折れ
b)かc)の幹折れがあれば「幹折れ」にチェック

目測

高さは測器を使用するかポール

を目安に測定し、ポールが届か

ない高さ（おおむね4m以上）で

測器がない場合は目測で記載す

る（入力フォームは目測で測定

した場合は目測の□にチェック

を入れる）。

手書き野帳 入力フォームの入力画面

およそ4m

2mポール

このケースは実測
マニュアル22頁

マニュアル22頁



様式 A4

手書き野帳 入力フォームの入力画面

✓

✓

✓

✓

A4シートの「取り消し」や「移動」にチェックが
入っているが修正したい場合は、
A2シートに戻ってチェックを外すとA4シートの
チェックも外れる。



手書き野帳

様式 A4 堆積有機物層

入力フォームの入力画面

堆積有機物層
層厚が0の場合：空欄や「―（ダッシュ）」ではなく０を記載



石礫率

入力フォーム 様式A4

1. 石礫率 95%～99%の場合 → 90%と記載

様式A4

記載方法の確認

2. スケッチしきれない細かな石礫があるため、スケッチと記載の
石礫率が一致しない場合

→ 「スケッチできない細かい礫あり」と記載



様式A5 試料リスト

原本を試料に同封して試料調整分析担当者
に送付し、手元にはコピーを残す

スキャンしたpdfを様式A1からA4と共に提出
する

入力フォームには入力しません



提出写真リスト出力

• A080470.xlsmと同じフォルダに
「A080470写真ファイルリスト.csv」が
出力される

• 必ず提出しなければならない写真名
一覧が表示

提出写真リスト



データの保存

データが保存され入力フォームが閉じる



データの再利用によるデータ入力

調査地、調査カテゴリ、調査担当会社
→この画面のみの入力（他の入力画面で変更不可）

調査年月日、調査担当者
→ほかの入力画面でも変更可

＊基本情報のデータを再利用する場合

1. 既にデータが入力されたファイルを使用する。
2. 「基本情報」シートでIDを変更し「登録」をクリックす
る。

3. 調査年月日、会社名、調査担当者のデータ以外は
削除される（様式A1〜A4の各シートでは基本情報
だけ変更され、それ以外のデータは削除される）。

4. 様式A1〜A4の各シートに新しいデータを入力し、
「データを保存して終了」をクリックする。

＊入力内容を変更したい場合

既にデータが入力されたファイルの例



入力フォームの説明1
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入力フォームを構成するコントロール1

ボタンをクリックすると、入力フォームを開いたり、データを保存したりする。

コマンドボタン

コンボボックス

クリック

項目を選択する。

基本的には選択項目以外は入力
不可にしてあるが、樹種のコンボ
ボックスは選択項目以外も入力で
きる。

例外：樹種（倒木、立枯木、根株の入力フォームにある）

• 選択項目以外も入力可

• 他のコンボボックスとテキストボックスからコピー＆ペー
ストもできる



入力フォームの説明２
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入力フォームを構成するコントロール２
テキストボックス

野帳データをキーボードから直接入力
Microsoft IMEを使用であれば、数値入力のテキ

ストボックスは半角、日本語を入力のテキスト
ボックスはひらがなを設定済み

確認

空欄のチェックボックスをクリックすると、
✔がつき、もう一度クリックすると、空欄
に戻る

チェックボックス
選択項目の中から一つを選択

オプションボタン



入力フォームの説明３
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• コンボボックス、テキストボックス、チェックボックス、オプショ

ンボタンにデータを入力（または選択）

• コントロール移動は、マウス操作もしくはTabキー

複数のエクセルファイルを開かないでください

エラーになります

ノートパソコンで入力するときは（キーボードから手を放したくない方は）
tabキーで移動（ひとつ前のコントロールに行くときはshift + tabで戻れます）

チェックボックス、オプションボタンはスペースキーで✔がつけたり消したり
できます。
コンボボックスは↓で選択を行い、Ｅｎｔｅｒキーで決定できます。



IDが違うことに途中で気づいたら

• （ファイルを閉じた状態で）ファイルを選択し、右クリック→名前の
変更を選択

• A + （正しいID（6桁））を入力する。（すべて半角英数字であること）

• クリックして、ファイルを立ち上げる。

↓

データを消すことなく、IDのみ入れ替わる
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データの消去方法

1. ユーザーシート全体のデータを消去したいとき

→各ユーザーシートの「このシートのデータを消去」ボタンをクリック
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このボタンをクリック



データの消去方法

2. 枯死木（倒木、立枯木、根株）のデータを一行だけ消去したいとき
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この行のデータを消したい

コンボボックス

樹種のコンボ
ボックスに「’」を
入力

「データを保存し
て閉じる」をクリッ
クし、もう一度
ユーザーフォー
ムを立ち上げる



データの消去方法

コンボボックスの場合

→一番上の空白を選択

3. 一つのコントロール（テキストボックス、コンボボックス）を消去したい

テキストボックスの場合
→「’」（アポストロフィー、半角）を入力

例）A1



野外調査データの種類

様式A1 : 調査実施状況確認票

様式A2 : 調査プロット見取り図

様式A3 : 枯死木調査票
（ラインインターセクト法・ベルト法）

様式A4 : 炭素蓄積量調査票

様式A5 : 試料リスト

データ入力フォーム
(A_form46.xlsm)

写真様式作成システム
(B_photo40.xlsm)

調査地林相写真

枯死木調査工程写真

炭素蓄積量調査工程写真

分析用試料混合工程写真

本提出の印刷物作成用

手書きの野帳 → 電子データ

野帳データ（手書き野帳のpdf）

写真データ（個々の画像ファイル）
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データの仮提出 必要

印刷用様式

GPSデータ

様式B1：調査地林相写真

様式B2：枯死木調査工程写真

様式B3：炭素蓄積量調査工程写真

様式B4：分析用試料混合工程写真



写真様式作成システム

「B_photo40.xlsm」をクリックしてファイルを
開く

「B_photo40.xlsm」ファイルを写真様式を作
成したいIDフォルダにコピー



写真様式作成システム

• 上から順に「名前をつけて保存」までマクロボタンを実行

もしくは

• 「■一括実行」を実行

写真様式作成システム（B_photo40.xlsm）を開いた様子
「写真ファイルリスト」シート表示



その他写真は野帳に掲載されません。

写真リスト生成

「写真リスト生成」をクリックする
と画像ファイル名が表示される



写真リスト生成

写真命名を間違えた場合

画像ファイルが入ったフォルダ
に戻り写真の命名を修正し再
実行



様式B1 調査地林相写真



様式 B2 枯死木調査工程写真



様式 B3 炭素蓄積量調査工程写真



様式 B4 分析用試料混合工程写真



写真様式作成システム

ファイル名は自動で命名される



フォルダ内に作成されるファイル

①B_photo40.xlsmを

写真様式を作成した
いIDフォルダにコピー

②ファイルを開いて、
マクロ実行

③フォルダ内に
BXXXXXX（ID6桁）.xlsm
が作成されている



おわりに

•データの入力作業お疲れ様でした。

•苦労して入力した大切なデータです。

•しっかりと保存しましょう。

45

データ入力に関する質問等は電話にて対応いたします。


